　　農業経営改善計画認定申請書

令和○○年○○月○○日

大町市長　牛越　　徹　　様　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所

大町市大町　○○○○番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名＜名称・代表者＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○　○○○　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和○○年○○月○○日生（○○歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　○○○○-○○-○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜法人設立年月日　年　　月　　日設立＞

　農業経営基盤強化促進法（昭和55年法律第65号）第12条第1項の規程に基づき、次の農業経営

改善の認定を申請します。

	　　　　　　　　　　　　　　農　業　経　営　改　善　計　画

	①目標とする営農類型
	　　　　　　水稲+作業受託+そば+野菜

	②経営改善計画の方向の概要
	　現在は、妻、母と長男の助けを受け水稲を主体とした兼業農家である。近年、水稲の作業委託及び、農地の委託要望が多いので、来年、会社を定年退職するのを期に、それらの要望に応えるとともに、農業委員会等の斡旋により規模拡大を図り専業農家を目指す。また、複式簿記を習得しコストの削減、新たに収益性の高いアスパラガス・加工トマト及び、水稲の直播栽培を導入し作業の標準化、所得の向上を図りゆとりある生活を実現したい。

	
	（年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標）

	
	
	　　　現　状
	　目　標（27年）

	
	年間農業所得
	　　　2,000千円
	　　5,500千円

	
	年間労働時間
	　　　1,200時間
	　　2,000時間

	③

農業

経営の
	作物・部門名
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	作付面積

　飼養頭数
	生産量
	作付面積

飼養頭数
	
生産量

	
	水　稲

そ　ば

アスパラガス

加工トマト

自家用野菜
	250ａ

100ａ

－　

－　

10ａ
	15,000ｋｇ

　　（14,500㎏）

8,000ｋｇ

　　（7,950㎏）
	450ａ

170ａ

20ａ
(平成○年導入)
10ａ

10ａ

	27,000ｋｇ

　　（26,500㎏）

1,530ｋｇ

　　　（1,500㎏）

1,400ｋｇ

　　　（1,380㎏）

6,000ｋｇ

　　　（6,000㎏）

	
	経営面積合計
	　360ａ
	
	　660ａ
	

	規模

拡大に関する目標


	区　分
	地　目
	所在地（市町村名）
	現　状
	目　標（27年）

	
	所有地


	田

畑
	大町市大町

大町市大町
	200ａ

10ａ
	200ａ

10ａ

	
	借入地


	田
	大町市大町
	150ａ
	　　450ａ

	
	特定作業受託
	作　物
	作　業
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	
	
	作業受託面積
	生産量
	作業受託面積
	生産量

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	作業受託


	作　物
	作　業
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	水稲


	耕起

代掻き

田植

収穫

乾燥・調整
	　100ａ
　100ａ

100ａ

100ａ

100ａ


	　200ａ
200ａ
200ａ

200ａ

200ａ

	
	
	単純計
	　500ａ
	1,000ａ

	
	
	換算後
	　100ａ
	200ａ

	
	農畜産物の加工・販売その他の関連・附帯事業
	事業名
	内　容
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	りんご加工


	りんごジュース
	年間2,000本

(500ml入り)
	年間1,000本

(500ml入り)


	④生産方式の合理化に関する

目標
	機　械・施　設
	機械・施設名
	形式、性能、規模等及びその台数

	
	
	
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	・トラクター

・田植機

・コンバイン

・乾燥機

・もみすり機

・トラック

・農舎

・スピードスプレヤー

・ハウス

・軽トラック

・防除機
	30馬力　　1台

4条植え　 1台

4条刈り　 1台

32石　　  1台

5インチ　 1台

２トン車   1台

100㎡×１棟

○㍑　1台

○×○間　1棟

1台

1台


	50馬力　1台（更新）

6条植え 1台（更新）

6条刈り 1台（更新）

32石    1台（増設）

現状維持

現状維持

150㎡×１棟（増築）

○㍑　1台

○×○間　1棟

現状維持

現状維持

	
	農用地の利用条件
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	20～30ａ区画の水田が中心


	圃場整備済の30ａ以上の圃場整備済水田を、極力連単化して農地集積を行う。

	
	作目・部門別

合理化の方向
	作物・部門名
	現　状
	目　標（27年）

	
	
	水稲
	側条施肥・疎植栽培・2段乾燥
	直播・ワンタッチ施肥への取組み。

	
	
	アスパラガス
	
	選別機共同利用・バラ出荷

	
	
	リンゴ
	晩生品種が多い
	中生種の導入

	
	
	きゅうり
	病気がつきやすい
	抵抗性品種の導入


	
	現　状
	目　標（27年）

	⑤経営管理の合理化に関する目標


	・青色申告は実施しているが、経営状況は把握出来ていない。

	・複式簿記を習得し、経営分析を行い費用の削減をする。

・経営と家計の分離。



	⑥農業従事の態様等の改善に関する目標
	・兼業農家のため、農作業に追われ定期的な休日がとれず生活にメリハリがない。


	・休日制を導入する。


	⑦

目標を達成するためにとるべき措置
	経営改善の目標
	措　置

	
	規模拡大

農地集積
生産方式の合理化

経営管理の合理化

農業従事態様等の改善


	・水稲の作業委託、農地の委託要望が多いので、要望に応えるとともに、条件のよい農地を斡旋していただく。

・圃場整備済の水田を極力連単化して、3箇所位の団地が形成できるよう農地集積を行う。

・直播、水稲ワンタッチ施肥を導入し、農作業の省力化を図りコスト削減をする。

・そばについては、栽培に適した圃場を選定するとともに、排水対策（みぞ）を行い、収量アップを目指す。

・農作業の平準化・所得の向上のために、新に収益性の高いアスパラガス・加工トマトの栽培に取り組む。

・アスパラガスについては、共同選別及びバラ出荷により省力化を図る。

・複式簿記を取り入れ、経営分析を行い経費の無駄を省くとともに、経営と家計を分離する。

・来年、会社を定年退職し専業農家となるので、早期に作付け計画・作業工程を作成して休日制を導入する。

※制度資金(スーパーＬ等)の融資を受ける事を予定する場合はこの欄へ

　ア　予定年度

　ウ　現状の資産及び、負債の状況

　エ　今後の資金需要額等を記載してください



	経営の構成


	氏　名

（法人経営にあっては役員の氏名）
	年齢
	代表者との続柄（法人経営にあっては役職）
	現　状
	見通し

	
	
	
	
	担当業務


	年間農業従事日数（日）
	担当業務


	年間農業従事日数（日）

	
	○○　○○
	○
	本人
	全　般

オペレーター
	150
	全　般

オペレーター
	250

	
	○○　○○　
	○
	妻
	農業作業補助
	180
	経　理

野菜担当
	220

	
	○○　○○
	○
	長男
	農業作業補助
	20
	農業作業補助
	30

	
	○○　○○
	○
	母
	農業作業補助
	50
	
	0

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	　雇

　用

　者
	常時雇（年間）
	実人数
	現状
	人
	見通し
	　　　　人

	
	臨時雇（年間）
	実人数
	現状
	2人
	見通し
	　　　2人

	
	
	延べ人数
	現状
	20人
	見通し
	　　　30人


	（参考）

他市町村の認定状況
	認定市町村名
	認定年月日
	備　考

	
	
	
	

	
	
	
	


※記入はすべて鉛筆ではなく、黒ボールペン又は黒ペンでご記入ください。





見　本





農業生産法人の場合は、氏名欄には法人名と代表者名を、生年月日には欄には代表者の生年月日を記入します。





目標は５年後とします。








←①営農類型は、５年後の作目に合わせたものを記入します。





←②経営改善の方向の概要については、下記の内容を記入します。


経営の現状として、専業・兼業の別、主要作目の生産状況、所得水準などを記入します。


必要に応じて、現在の経営に至るまでの発展経緯を記入してください。


目標とする経営改善の方策として、○○による規模拡大の利益の追求、○○による低コスト生産の追求、○○による高付加価値生産の追及、○○による作業の効率化などを記入します。


目標達成の成果として見込まれる主要作目の規模、生産見込み、所得見込み、などを記入


してください。





←市基本構想で設定している5年後の目標所得は500万円程度(中山間地帯：350万円程度)です。





←市基本構想で設定している5年後の年間労働時間は主たる農業従事者1人あたり


2,000時間程度(中山間地帯：1,800時間程度)です。





←③農業経営規模の拡大に関する目標





・作目・部門は、現状と目標時に経営する内容を全て記入します。





・部分的にでも作業委託をしている場合は、作目の下段にその内容を記入してください。





・作付面積は、作目ごと記入。生産量のほか、販売量を(　)書きしてください。


　年間回転させる施設園芸は、面積×回転数（例：ホウレンソウ10ａ×3回転）を、


多毛作にする畑作、野菜作等では、作目ごとに記入してください。





・同じ作目でも生産方式が異なる場合は、それぞれの方式毎に記入します。


（例：りんご ふじ普通50ａ、りんご ふじ新わい化20ａ）





・生産調整による転作作物についても、収入が見込まれるものについても記入します。





・新規に導入する作目については、導入年を記入します。








・経営耕地面積は、地目ごとに記入してください。


（田については、減反面積を含めた面積で記入してください。）

















・特定作業受託は、水稲においては基幹3作業(耕起代掻き･田植･秋作業)を全て受託


し、販売名義及び販売収入の処分権を有し、内容を記した契約書のあるものに限


ります。作業受託面積は、前ページの「経営面積合計」に含めます。


下の通常の作業受託とは分けて記入してください。





・作業受託は、作業別(例：耕起代掻き･田植･収穫・乾燥調整など)に面積を記入しま


す。換算後の欄は、「作業受託合計面積÷作業数」で換算した面積を記入してくだ


さい。


























・その他の関連・附帯事業については、農産加工等について記入してください。











←④生産方式の合理化に関する目標


・機械・施設については、現状及び目標時に所有する台数及び規格などを記入しま


す。また、共同使用、リース等の場合はそのことも記入してください。


　　※目標時の機械等においては、経営規模に合った機械等かどうか十分検討してください。



































・農用地の利用条件については、主に利用しているほ場の区画の大きさ、ほ場の数等を記入してください。














・作目・部門別の合理化の方向には、③の作目ごと、部門ごとの品種構成、作付体系、飼養管理方法などの分析した結果を、目標にはその見直し方法を記入します。

















←⑤経営管理の合理化の目標は、記帳方法、経営の分析方法、経営形態の近代化などについて記入します。








←⑥農業従事の態様等の改善目標は、休日制の導入、ヘルパー制度活用による労働負担の軽減などについて記入します。








←⑦目標を達成するためにとるべき措置


・②から⑥までに掲げた目標を達成するための具体的な方策を記入します。


















































・これらの経営改善のための農地購入や機械などの導入のため、


制度資金（スーパーL等）の融資を受ける予定がある場合は、この欄へ。


予定年度


現状の資産及び負債の状況


今後の資金需要額等を記載してください














←「参考　経営の構成」には、農業経営に携わる者の担当業務及び年間従事日数等について、現在と5年後にも従事している人のほか、現在従事しているが5年後にはリタイアする見込みの人、現在は従事していないが5年後には従事する見込みの人、また現状も目標時も従事見込みのない人など、法人経営の場合は、氏名欄には役員の氏名を、代表者との続柄欄には役職、担当業務欄には主に担当している業務それぞれを記入することになります。
























































←臨時雇（年間）の延べ人数には　実人数×日数　で計算した人数を記入します。
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